
全体で売上高、雇用人員が悪化　人手不足が顕著に
5月の道内景況　情報連絡員レポート

全業種 製造業 非製造業

4月 5月 前月比 4月 5月 前月比 4月 5月 前月比

業界の景況 0.6
→

0.0
→

0.7
→

売 上 高 △3.5
→

△6.1
→

△2.2
→

収 益 状 況 1.5
→

△3.0
→

3.9
→

販 売 価 格 0.3
→

6.1
→

△3.0
→

取 引 条 件 0.9
→

0.0
→

1.3
→

資 金 繰 り 2.1
→

6.1
→

△0.2
→

雇 用 人 員 △3.7
→

△6.1
→

△2.4
→

△16.3 △15.7 △9.1 △9.1 △20.3 △19.6

△7.7 △11.2 △3.0 △9.1 △10.3 △12.5

△21.7 △20.2 △12.1 △15.2 △27.1 △23.2

7.6 7.9 3.0 9.1 10.2 7.1

△7.6 △6.7 △6.1 △6.1 △8.5 △7.1

△4.3 △2.2 △6.1 0.0 △3.4 △3.6

△8.7 △12.4 △3.0 △9.1 △11.9 △14.3

（凡例） 30以上 10〜 29 9〜△ 10 △ 11〜△ 29 △ 30以下

天天気図の見方気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）
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主要DI 値の推移

　主要DI値の推移では、「景況」「収益状況」
が若干改善したが、「売上高」が悪化。いず
れの項目も前年同月を下回る水準にとど
まっている。
　業種別に見た前月との比較では、製造業
では「販売価格」「資金繰り」が改善したが、
「売上高」「収益状況」「雇用人員」が悪化し
た。非製造業では「景況」「収益状況」「取引条
件」が若干改善したが、そのほかの全項目が
悪化した。

概 況
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・仕事はあるが職人が不足している。� （塗装工事／札幌）
・官公庁物件に関しては毎年のことだが、連休明けには多くの工事が入札・発注
され、夏場以降にかけての工事が集中する。

　民間物件は、特にマンションの件数は昨年より増加して、労働者不足がより深
刻化して施工に影響すると懸念される。� （電気工事／全道）

・組合員の業況
　5月発注の公共事業と民間の工事も適度にあることから、上半期の受注機会は
前年並みと見込んでいる。

　問題点
　市の建設工事説明会に於いて関連予算が昨年比 60％となっている。今後補正
がなされるとの説明があったが、国の交付金事業の配分が落ち込んでいること
から、大きな期待は持てない状況にあり、発注が上半期に集中することから下
半期の受注機会が減少することが予想される。

　地域の実情
　連休明け本格的に建設工事が施工されている。いまだ油脂類の価格が高値で推
移している状況にあり、今後も上昇する可能性大とのこと。建設資材の変動も

あり得ることから今後の推移を見守りたい。� （管工事／名寄）
・宅配等に関しては配送単価向上もひと段落している。
　札幌圏の軽運送業は事業協同組合が複数があることをはじめ、無所属の個人運
送業者が多いことから運送料金のダンピング紛いな請負を見聞きする。

　大手運送会社が下請、孫受け、ひ孫受けと自ら運送をしない案件を受け、ピン
はねがはびこっている現状は改善しなければならない。�
� （一般貨物自動車運送／全道）

・例年 5月は閑散期であり、荷物が減っているように思われる。しかし、高速道
路が年内開通のためダンプが増加している。� （一般貨物自動車運送／小樽）

・馬鈴薯は 5月も前年以上の出荷量となった。保管量も前年より多いと見込まれ
る。玉葱についても前年並みの動きであるが、ほぼ終了した。

　一般カーゴについては、GW以降の動きが前月と比較してやや鈍化しているも
のの、本州からの到着は好調であった。

　域内輸送も一般カーゴと同様であるが、気温上昇に伴う飲料等の輸送が良化し
ている。� （一般貨物自動車運送／石狩）

非製造業（建設・運輸業）

・輸入雑貨、事務機器等の需要が好転し、売上増加との回答が多くなっている。
靴履物では低価格帯のサンダル類が好調で、単価の下落を数量でカバーし、増
収となっている。物流コストの増加により収益的には横ばいの傾向となってい
るが、悪化との回答は減少している。当団地の再整備事業は新ビル建設敷地の
建物解体が終了し、6月末には新ビルの着工を予定している。札幌市に地区計
画提案書を提出し所有地全体のまちづくりを協議中である。�（各種商品／札幌）

・総じて売上が芳しくない中で生活・住宅関連、医療・医薬関連、自動車関連、
旅行関連等が売上をやや伸ばした。前月より 1件あたりの単価が低下している
業種が増えており、一部を除き全体的に売上は低調である。�（各種商品／札幌）

・家電量販店の売上は店舗により増減しているが、家電全般では昨年並み。衣料
品店の売上が昨年と比較して 50％～ 70％程度に留まり厳しい状況。

　収益においては、同業者との競合から取引条件の低減化と売上が昨年並みで
あったので悪化した。� （各種商品／旭川）

・相変わらずの値上げラッシュだが、ガソリン価格の高騰は客足に大変な影響が
でている。毎週土日は札幌圏、余市方面からの客がかなり来店し売上増加に
なっているが、「高いガソリン代を使ってまで」と敬遠する客が増えてくるの
ではと不安視する。� （各種商品／小樽）

・苫小牧の大型ショッピングモールでは新しい出店もあり客足が集中している
が、他の店舗は空店舗が続いている。ドラッグストアがコンビニと競って出店
している状態で、食品スーパーでは厳しい状況が続いている。�
� （各種商品／苫小牧）

・全体的には前年を下回る取扱高となり、厳しい結果となった。部門別では前年
度好調を維持していたカード部門についても前年を大きく下回る取扱高となっ
た。カード以外の部門についてはマイカーローンが前年を若干上回ったが、
キャッシング部門が前年を下回る取扱高となり、前月同様、厳しい状況が続い
た。� （各種商品／釧路）

・当組合のGWは、昨年同様に車利用の道内客が目立ち、期間中の駐車場利用
もほぼ前年並みで推移した。一方でアルバイトなどの人手が不足気味で、募集
をかけても集まらない店舗が多く見受けられる。函館公共職業安定所が公表し
た 2月の雇用情勢は、宿泊と飲食を合わせた求人数は前年同月比 35％減の
332人となっているものの、全 18産業中、医療・福祉、卸売小売業に次いで
3番目に多い。当連合会においても、店主の高齢化による事業承継問題と合わ
せ、今後解消してしかなければならない課題かと感じている。中旬に低調予測

されていたスルメイカ（マイカ）漁が、解禁日の初水揚げは前年を 401キロ
上回る 1489キロとまずまずの出だしだったが、まだまだ安堵できない状況か
ら、近年、渡島管内で数多く水揚げされているブリの消費拡大を目指す協議会
が月初めに発足されている。� （各種商品／函館）

・5月連休はホテル、ショッピングセンターはお客様がかなり入ったが、魚の売
上にはなかなか増加はなかった。パートの人員不足はどの会社も同じで採用も
厳しい現状である。� （各種食料品／札幌）

・小売店の販売価格は 5月 2週目からの原油上昇による元売価格改定で大きく
上昇したが、いつもの如く適正価格に改定後、量販店の安値攻勢により徐々に
下降した。

　安値価格に対応しない SSもあるが、相変わらず相対的に厳しい利益抗戦で推
移している。� （燃料小売業／旭川）

・店によってはお客さんが増えたとの声も聞かれるが、全体的に売り上げは落ち
込んでいる。� （自転車・自動車／全道）

・今月はゴールデンウィークもあり、また豪華客船も 4回入港し外国人も来客し
たため、当市場は賑わった。日曜営業もはじまり、開店しているお店も少ない
が、地方ナンバーの車も多く見られ、日曜営業も定着してくれることを期待す
る。� （鮮魚／釧路）

・一部大手企業等にあっては景気の良い話もしているが、特に地方にあっては消
費意欲の減退に危機感を持っている事業者も多い。いずれにしても、5月の販
売状況等を見ると、為替、原油価格の影響を受け一時仕切り価格が大幅に上
がったこともあり、末端での値取りができ得ない販売事業者も多く、依然厳し
い経営環境が続いている。� （燃料／全道）

・5月の道内家電販売は天候不順により需要が低迷している。エアコンは気温が
上がらず出足は鈍く、昨年が好調だっただけに不振感は強い。テレビは 12月
1日の新 4K8K衛星放送開始に向け関心は高まっているが実需は秋以降とみら
れている。しかし、2011年のデジタル化から 7年経過し道内でのテレビ買い
替えに伴うリサイクル品はようやく本州並みにブラウン管テレビより液晶タイ
プのほうが多くなってきている。� （電気機械器具／全道）

・5月はGWもあり、小売りは少々厳しかった。ローン関係の取り扱い高も対
前年より減少した。� （中古自動車／札幌）

・5月末から 3ヶ月振りくらいに燃料用重油が値上がりになったが、大きな混乱
はなく現状維持である。� （公衆浴場／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）

・原材料価格（すり身）が急激に高騰した。手に入りにくくなり、在庫数量が減
少している。ただちに価格転嫁できないため、収益が悪化した。この状況はし
ばらく続きそうで、業界の景況も悪化している。� （水産食料品／全道）

・昨年同時期に変わらず粉の値上がりに対して麺（製品化したもの）は値上げで
きず、収益は減少する一方。� （めん類／全道）

・主原料を始めとしてあらゆるものが値上がりし、また、全国と比較しても出荷
量が伸びず、道内の場合、経営環境は厳しいものがある。�（味噌・醤油／全道）

・5月は好転続きで各行楽地、イベントでの賑わいも、売上増に寄与した。�
� （飲料／全道）

・カラマツ原木は、一部の地域で回復の兆しはあるが、依然として不足感は解消
されていない。エゾ・トドマツは小径木を中心に不足感は引き続き深刻で、一
部地域では回復も見られているが在庫は工場によりバラツキがある。

　カラマツの梱包材等は好調で値上げしているところもある。カラマツ製材（ラ
ミナ）の注文は順調、一部工場では値上げしている工場もある。エゾ・トドマ
ツの製材は、動きは例年並みで、各地域で値上げが行われている。�
� （一般製材／全道）

・本格的な業務稼働期に入り、砂利採取が活発化している。�
� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）

・5月度の出荷数量、売上高については、特に河川工事を含めた路盤用で前年対

比大幅に増加した。また、物件受注は近年になく好調である。�
� （窯業・土石製品製造業／札幌・砕石）

・自動車は普通。鋳鋼品はやや良い。水道資材はやや悪い。建設機械はやや良
い。農業機械・一般鋳物は良い。マンホール、上下水道管はやや悪いが、機械
鋳物は好調である。副資材は中国の輸出規制を背景に高値で推移している。原
油高騰で燃料が高い。� （銑鉄鋳物／全道）

・組合員の業況
　造船業界は低迷が続き受注環境が非常に厳しく、元請からの発注金額が低額。
協力会事業所各社は会社生き残りのため、コスト削減が全てと改革・改善に向
けて努力している。

　業界の状況
　元請造船所は昨年に続き赤字経営が続いている状況。� （金属製品／室蘭）
・昨年度と比較すると、受注に関してはほぼ横ばいを維持しているため、操業
度・売上高ともに同じくらいの状態とのこと。公共工事に関わる企業では、若
干ではあるが伸びているとのこと。雇用に係る人員不足を補うのが難しいとい
う話が多かった。電気料金に係る再エネ賦課金、燃料費調整単価の単価が 4月
より改定となり、その差額が大きく、電気料金の負担になっているとの話も
あった。� （金属機械工作／江別）

製造業
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